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住んでいたというが，（3 9）民国『続志』，氏族によると，清末民国初期，丁口数が多いのは義
門鄭氏の1 0 0 0 0人を筆頭に，蓮塘（南湖）鄭氏，高氏，麻洲李氏がいずれも7 0 0 0人で２位に並





仁厚坊の黄氏は後述する黄佐の一族で，『黄氏家乗』（道光二十七年・1 8 4 7の序，跋を付す）
及び『黄氏家乗続編』（光緒三十一年・1 9 0 5刊）がある。『家乗』によると黄氏は，①憲昭の玄
孫にあたる⑤泗（字惟清，号源遠）が明初，香山県に遷居した。⑤泗については，「明初香山
著名富翁，経営農業及糧食貿易」（4 0）とある。その子⑥瑜（字廷美，号雙槐）が挙人（景泰七







（文裕公二房）が嘉靖三十四年（1 5 5 5）挙人に及第して後，⑮紹統（文裕公三房）が乾隆二十




1 0世～1 1世で絶えている。また，⑧佐の長子⑨在中（文裕公長房）が，雍正年間（1 7 2 3～



















遷来した。丁口数7 0 0 0人を擁する大族である。『県志』選挙表で「南門人」とある李姓の科挙









紫里は県城北門外にある街の名で，李華京を始遷祖とし，康　三年（1 6 6 4）に新会県の潮連
村から遷来した。丁口数1 0 0 0人。「北門人」「紫里人」とある李姓の科挙合格者を拾うと，挙人
が清代順治年間（1 6 4 4～1 6 6 1）に１名，乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に２名，道光年間
（1 8 2 1～1 8 5 0）に１名，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に２名の計６名，武挙人が雍正年間（1 7 2 3～
1735）に１名，乾隆年間（1736～1795）に１名の計２名出ている。
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とある。即ち，①石軒が康煕二十五年（1 6 8 6）に商売のため香山に来て岐山の南に葬られた。
その子②賚巌が県城西門に家をなし，香山隆都三図五甲に戸籍を開いた。その４代後というか









民国『続志』，氏族には，楊元規を始遷祖とし，南宋紹興年間（1 1 3 1～1 1 6 2）に県城の南に
定住したという楊氏一族が挙がっている。丁口数は2 0 0 0人。この楊氏には，『南関楊氏族譜』
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房・四房・六房の４支房（二房・五房は消滅）に分支した。始祖大宗祠を正統四年（1 4 3 9），
県城に設立，嘉靖二十一年（1 5 4 2）の重修に際しては，黄佐が扁額に「敦睦」と題している。
道光『県志』の「南門外勧簽値事」に楊姓の名はみえず，「簽助」計6 8名中に楊姓が５名みえ
るのみである。
明清を通して進士は出ていない。挙人が明代に３名，清代順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に
４名（内１名は恭常都翠微村籍），乾隆年間（1 7 3 6～1 7 9 5）・道光年間（1 8 2 1～1 8 5 0）・光緒
年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に各１名で，計1 0名，武進士が明代に⑫維漸（字逵吉・見川，六房）・
⑫遇春（字紹復・峻岡，長房）の２名，同治年間（1 8 6 2～1 8 7 4）に　樹嘉（字 宏，号侶棠，
四房）・⑳殿璋（字 階，六房）の２名で，計４名，武挙人は明代に５名，道光～同治期（1 8 2 1









④仲玉を房祖として分支した隆都申明亭の楊氏からは進士が乾隆5 8年（1 7 9 3）及第の楊汝任
１名，挙人が順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に２名，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に２名で，計４
名，武進士が道光二十年（1 8 4 0）の楊幟 ・光緒六年（1 8 8 0）の楊鴻安の計２名，武挙人が同
治年間（1 8 6 2～1 8 7 4）に１名，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に２名で，計３名出ている。しかし
申明亭楊氏ただ一人の進士楊汝任も，内閣中書を授かった後間もなく帰郷，隆都に龍山書院を








とある。この劉氏からは，進士が乾隆十六年（1 7 5 1）及第の劉上台１名，挙人が明代に１名，
順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に１名，乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に７名，道光～同治期
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（1 8 2 1～1 8 7 4）に３名で，計1 2名，武進士が嘉慶四年（1 7 9 9）の劉大観・同治元年（1 8 6 2）の
劉其昌・光緒九年（1 8 8 3）の劉鸞鏘の計３名，武挙人が同治年間（1 8 6 2～1 8 7 4）に２名，光
緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に１名の計３名出ている。道光『県志』「隆都採訪勧簽値事」６名中，
劉氏が２名，楊氏が１名，「簽助」計1 4 6名中，劉氏が4 9名，楊氏が2 4名を占めていることか
らみても，隆都の筆頭宗族は劉氏で，上記申明亭楊氏がこれに次いでいたようである。
長洲（良字都）の黄氏は，良字都で明清を通じて継続的に，最も多く科挙合格者を出してい
る宗族である。長洲黄氏は，進士が道光九年（1 8 2 9）の黄朝輔・光緒二年（1 8 7 6）の黄　齡
の２名，挙人が明代に１名，順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に１名，乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～









良字都では，道光二年（1 8 2 2）に曽望顔（員山人）が良字都始まって以来最初の進士となっ
て以後，道光六年（1 8 2 6）に鄭応仁，道光九年に黄朝輔（前出），咸豊十年（1 8 6 0）に黎翔





















挙人が５名出ている。清代に入ると，「蓮塘人」の鄭氏は乾隆年間（1 7 3 6～1 7 9 5）の挙人１名
のみである。しかし上記の蓮塘鄭氏の居住地名から「良都人」「基辺人」「厚興人」と付記され
た鄭氏を蓮塘鄭氏の族人と推定して拾いあげてみると，進士では道光六年（1 8 2 6）に鄭応仁１
名，挙人では乾隆年間（1 7 3 6～1 7 9 5）に１名，道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に２名，光緒年
間（1 8 7 5～1 9 0 8）に１名の，計４名出ている。仮にこれらすべてが蓮塘鄭氏の族人だとする
と，明清を通して進士１名，挙人が計1 0名出ていることになる。唯一人の進士鄭応仁は署広西
永寧州知州で終わっている。同様に武進士は道光二十七年（1 8 4 7）に鄭奉璋１名，武挙人は明
代に１名，康煕年間（1 6 6 2～1 7 2 2）に１名，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に１名の計３名である。
科挙合格者は確定し得ないものの，上述の通り蓮塘鄭氏の丁口数は7 0 0 0人で，県城では麻洲李
氏と並ぶ勢力を有していたと推測される。
義門鄭氏


















祠を含めて1 0祖祠が 頭村にあるのに対して，濠頭房は，⑪仲 （号松岡）以下６人の祖祠が
県城に，⑩綸 二祖祠以下計1 6祖祠が濠頭村にある。科挙合格者についてみても，『家譜』に
基づいて確認し得た限りでは， 頭房からは進士は出ておらず，挙人が康煕二十年（1 6 8 1）に
⑯啓馨，同治九年（1 8 7 0）に　希僑（『県志』選挙志では「南門人」）の２名のみであるのに対
し，濠頭房からは進士が崇禎十年（1 6 3 7）に⑯一岳（字于 ，号東巌），乾隆四十六年（1 7 8 1）
に⑳応元（字文川）の２名，挙人が，清代順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に２名，乾隆～嘉慶
期（1 7 3 6～1 8 2 0）に３名，道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に２名，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に
４名の計1 1名，武進士が光緒二年（1 8 7 6）の　慶忠（字燕朝，号佩泉）１名，武挙人が咸豊年
西　川　喜久子6
68













2 1世～2 3世（道光～同治期・1 8 2 1～1 8 7 4）になると，郷紳として活躍する者も現れる。 廷
棣（字常蔭，貢生，戸部河南司主事，濠頭房）は，道光年間（1 8 2 1～1 8 5 0），県学の修復費用























●藻如は咸豊元年（1 8 5 1）の挙人で，『家譜』編纂者の一人であり，子　汝澄（字賛猷）と
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明代に３名（鄭姓２名，容姓１名），清代乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に５名（方姓２名，容
姓・鄭姓・黄姓各１名），道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に２名（共に鄭姓），光緒年間（1 8 7 5
～1 9 0 8）に７名（鄭姓４名，張姓２名，麦姓１名），武進士は，同治二年（1 8 6 3）に鄭奉標，































丁口数が最も多いのは濠涌の厳氏で1 3 0 0人，宋代に移住，ついで大車の林氏で1 0 0 0人，元末
明初（移住後2 5代）の頃に移住してきている。その他はいずれも丁口数6 0 0人未満の小宗族で
ある。大字都の項には，南 の程氏，涌口の黎氏，左歩頭の袁氏，崖口・平山の譚氏の４宗族
しか挙がっておらず，この４姓の中では，丁口数5 4 0 0人で，宋代に大字都に定住した程氏が丁
口数，定住時期の古さともに一位であり，丁口数2 6 0 0人で，明前期（移住後2 3代）に定住した
譚氏がこれに次いでいる。黎氏と袁氏は丁口数30人と60人にすぎない。
科挙合格者についてみると，四字都・大字都からも進士は１名も出ておらず，挙人が，明代
に６名（林姓３，厳姓・許姓・黎姓各１名），清代乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に２名（簡
姓・侯姓各１名），道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に３名（林姓・簡姓・黎姓各１名），光緒年
間（1 8 7 5～1 9 0 8）に８名（譚姓２，黎姓・李姓・陳姓・陸姓・欧姓・許姓各１名）の計1 9名，
武進士が咸豊六年（1 8 5 6）の陸朝安，同治十年（1 8 7 1）の林廷英，光緒二十一年（1 8 9 5）の
阮頌堯の計３名，武挙人は同治十二年（1 8 7 3）の譚姓１名のみである。明代に３名の挙人を出
している林姓は，四字都林屋辺の林姓で，民国『続志』，氏族によると宋代に福建 田県から
遷来し，「現歴二十代丁口約四百余人」とあるから，民国期まで林屋辺に定住していたようで



















墟について⑲ （字聖啓，号我魯，万暦二年～天啓元年・1 5 7 4～1 6 2 1）の伝に「識時務多蓄
積，尤有治生之術……時置南 墟咸藉其力」（5 5）とあり，程 が南 墟設立の中心となったこ
とがわかる。 以誠（字可行，号心斎，乾隆三十八年～道光十九年・1 7 7 3～1 8 3 9，生員）は
雲衢書院の財政を確立するために，濠涌の厳会海・崖口の譚 らとともに知県彭昭鱗（嘉慶九
年・1 8 0 4任）に働きかけるなどして大いに貢献し，「士林　之」という（5 6）。同じく　有庸




程氏は雍正十一年（1 7 3 3）に大宗祠を大字都内に設立しているが，咸豊七年（1 8 5 7）には，県
城南門外に書室を購入し，始祖から四世祖までを祀り，「赴試肄業輸糧等公務寓所」とした（5 8）。











光緒元年（1 8 7 5）には「……適予為金山生理被人侵蝕，迫要前往」とあることから，手広く商
売を営んでいたものと想像される。
なお，孫文は大字都翠亨村の出身であるが，黄彦氏の調査によれば，兄孫眉が程名桂の家の













正統年間（1 4 3 6～1 4 4 9）になると香山場は「塩漏無収」となり，知県但啓元（万暦四十二
年・1 6 1 4任）の尽力もあって，天啓五年（1 6 2 5），場官場課を廃して県の徴解に帰した。（6 1）
塩場は三竈・高欄（黄梁都）などに移った。前山・上柵・下柵（恭常都）などの塩田もしだい
に潮田に変わり，万暦年間（1 5 7 3～1 6 2 0）になると香山場は全く塩を生産しなくなり，商人




村の呉氏（始遷祖学士）・鮑氏，南屏村の容氏等であるが，いずれも丁口数2 0 0 0人～1 0 0 0人
前後の中規模の宗族である。科挙合格者については，進士が乾隆十三年（1 7 4 8）に盧文起（上
柵人），（6 3）道光三年（1 8 2 3）に鮑俊（香山場人），同治七年（1 8 6 8）に呉応揚（翠微人），光
緒十二年・二十年（1 8 8 6・1 8 9 4）に劉学詢（古鶴人）・呉志韶（山場人）の計５名，挙人は
明代に２名（ 姓・邱姓），順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に６名（霍姓２名，郭姓・楊姓・黄
姓・鄭姓各１名），乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に８名（鄭姓・趙姓各２名，余姓・呉姓・●
姓・梁姓各１名）道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に８名（呉姓３名，卓姓２名，唐姓・容姓・
鮑姓各１名），光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に2 4名（陳姓４名，唐姓３名，呉姓・盛姓・梁姓・楊
姓・　姓各２名，鄭姓・蕭姓・韋姓・張姓・容姓・卓姓・鮑姓各１名）の計4 8名，武進士が嘉
慶二十四年（1 8 1 9）の楊朝安（北山人）１名のみ，武挙人が順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）の
２名（ともに霍姓），乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）の１名（呉姓），道光～同治期（1 8 2 1～
1874）の３名（韋姓・呉姓・唐姓各１名）の計６名出ている。



























（翠微人，上記上柵一甲郭振開の子孫であろう）が康　四十四年（1 7 0 5），挙人に合格すると









































とある。７世で長房・二房・三房の３支房に分支したが，二房が最も繁栄した。丁口数は1 1 0 0

































『延陵呉氏族譜』（民国二十七年・1 9 3 8刊）によると，始遷祖⑥得成が山場に遷居し，後，
翠微に定住した。⑨用宜が明洪武初に「香山塩場百夫長」となり，その子の代即ち1 0世で４支
房に分かれ，三房が圧倒的に繁栄した。翠微村に聚居しているほか，前山・山場・唐家（恭常

















南屏は旧名沙尾と称し，現在は珠海市に属している。『容氏譜牒』（民国十八年・1 9 2 9重修）
によると容氏は，始遷祖⑨六二（諱若，始祖①沙の９世孫）が宋末に新会荷塘から香山南屏に
居したとし，六二の子⑩光祖（諱万七）の子の代即ち1 1世で兆一房から兆八房まで８支房
に分かれている。丁口数は1 0 0 0余人（6 5）。うち，兆一房と兆六房，とりわけ兆六房が突出して
丁口数が多い。科挙合格者は，挙人が乾隆五十一年（1 7 8 6）の　倫（字叙庭，兆二房，『県志』




僉値事」1 1名中の２名，「僉助」では楊姓2 4名，呉姓1 0名についで９名をしめている。容氏は，
恭常都の地域社会では，呉姓と並んで楊姓に次ぐ位置にあったといえる。
『西学東漸記』の著者容 （字達萌，号純甫）は兆六房2 5世孫である。容 は，少年時代澳
門のモリソン・スクールで学び，道光二十七年（1 8 4 7）1 9歳で米国にわたり，イエール大学に
入学，米国に帰化，同大学を卒業した。帰国後上海海関の通訳や洋行の書記などをつとめ，咸












『香山徐氏宗譜』（光緒八年・1 8 8 2増修）によると徐氏は，始遷祖①延祚が宋代に香山県に
遷居，②広達が雍陌を経て後の前山寨に定住した。前山寨は，澳門に住み着いたポルトガル人





















丁口数が多く，移住時期も比較的古い宗族は，明前期に定住，丁口数5 6 0 0人を有する乾霧村
の梁氏，ついで，明前期に定住，丁口数3 5 0 0人の南門郷の趙氏，明前期に移住，丁口数3 4 0 0
人の小濠涌村の 氏，明前期に移住，丁口数3 0 0 0人の茘枝山の黄氏，明後期に移住，丁口数
4 0 0 0人の南山の陳氏，と続き，その他は丁口数1 0 0 0人に満たない小規模な宗族がほとんどで
ある。
科挙合格者についてみると，進士は明代に趙時 ・黄 の２名，雍正十一年（1 7 3 3）に梁景
程，同治元年（1 8 6 2）に黄槐森，光緒二十九年（1 9 0 3）に趙克猷の計５名，挙人は明代に３
名（すべて梁姓），清代順治～雍正期（1 6 4 4～1 7 3 5）に３名（ 姓２名，梁姓１名），乾隆～嘉
慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に８名（梁姓３名，黄姓・趙姓各２名，陳姓１名），道光～同治期（1 8 2 1
～1 8 7 4）に６名（黄姓３名，趙姓２名，陳姓１名），光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に２名（ともに
趙姓）の計2 2名，武進士が同治十年（1 8 7 1）に 瑞龍，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に趙時光・
趙念祖・趙錫栄・梁鴻洸・ 恩栄の５名で計６名，武挙人が明代に１名（黄姓），乾隆～嘉慶
期（1 7 3 6～1 8 2 0）に２名（陳姓・梁姓各１名），道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）に３名（趙姓・





















同治六年（1 8 6 7）に何守謐，光緒三年・十二年（1 8 7 7・1 8 8 6）に陳泰階・何文耀の３名で計
５名，挙人は明代に６名（ 姓３名，林姓・蒲姓・何姓各１名，内　姓３名と蒲姓１名は古鎭
人），清代康煕年間（1 6 6 2～1 7 2 2）に２名（欧姓・麦姓，欧姓は海洲人），乾隆～嘉慶期
（1 7 3 6～1 8 2 0）に４名（王姓２名，何姓・劉姓各１名），道光年間（1 8 2 1～1 8 5 0）に３名（陳
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姓２名，孔姓１名），光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に５名（孔姓２名，陳姓・謝姓・馮姓各１名）
の計2 0名，武進士は明清を通して出ておらず，武挙人は康煕年間（1 6 6 2～1 7 2 2）に１名（何
姓），乾隆～嘉慶期（1 7 3 6～1 8 2 0）に２名（韓姓・何姓各１名），道光～同治期（1 8 2 1～1 8 7 4）
















県城には，丁口数7 0 0 0人をかかえる麻洲李氏や蓮塘鄭氏などの大宗族が定着していたが，県
城籍の進士は明代に４名出て以後途絶えており，同治二年（1 8 6 3）になって漸く黄桂丹（工部
主事）が，光緒六年・十二年（1 8 8 0・1 8 8 6）に汪文炳（吏部主事，浙江錢塘県知県等）・張
丕基（直隷司員外郎，会試同考官等）が及第するという状況で，大欖都の何氏に相当するよう
な突出した支配力を有する強大な宗族は存在しなかった。これに対し，県城周辺の隆都には，
乾隆十六年（1 7 5 1）に進士劉上台（四川通江県知県）を出したほか，明清を通じて挙人計1 2名
を出し，丁口数「万余人」の劉氏が，良字都には，道光九年（1 8 2 9）の黄朝輔（湖南 県知
県）・光緒二年（1 8 7 6）の黄　齡（湖南試用知県）と２名の進士を出し，挙人を計７名出して
いる丁口数「万余人」の黄氏が，得能都にも，崇禎十年（1 6 3 7）の鄭一岳（吏部文選司主
事）・乾隆四十六年（1781）の鄭応元（内閣中書，三通館纂修兼総校官）と２名の進士を出し，
挙人計1 0名を出している「丁口万余」の鄭氏がそれぞれ盤踞していた。なお，良字都からは黄






































の田租で，年間1 7 0 0 0余兩（民国『続志』編纂時）に上った。崇義祠設立の目的は，「爲士子課
文及郷会試巻金公車費紅金而設」とある。即ち科挙受験者の勉学と郷試・会試に必要な費用を
資金面で支援することであった。科挙受験者のための公産としてはこの他同治六年（1 8 6 7），








4 8名，番禺県4 6名，順徳県4 6名に対し，香山県1 0名，東莞県９名，新会県８名であるという
一事に象徴的に現れている。（7 1）清代，香山県城からは同治二年（1 8 6 3）に至るまで，一名の














欖都はひとり崇義祠に加わらず，別に梯雲義学を設立，3 4姓，1 3 5名の牌位を奉祀している。
大欖都は何氏十郎派の圧倒的優位のもとで有力４宗族を中核とした「自治」が行われており，







2 5世代），清末民初期の丁口数1 8 0 0人の中規模宗族であるが，道光元年（1 8 2 1）に初めて挙人
１名を出して以後，光緒年間（1 8 7 5～1 9 0 8）に３名の挙人を出している（7 2）。なお，前述した
恭常都の「十排」1 3姓の中に唐姓は含まれていない。明初にはまだ単独では甲を結成しえなか
ったものか，あるいは「竈排」が結成された洪武十四年（1 3 8 1）より後に移住してきたもので
あろう。黄梁都茘枝山の黄氏も，明前期までに当地に遷居（移住後2 5世代），丁口数3 0 0 0人と
いうから中の上クラスの規模の宗族で，乾隆五十七年（1 7 9 2）に初めての挙人を出して以後，




した四字都大車の林謙（字徳光，道光八年・1 8 2 8挙人）は，天地会反乱に際しては，「義門鄭
氏」の項で述べたように，鄭氏濠頭房の逵鴻・藻如らとともに練勇を督率して県城東南部の防
衛に尽くした。その一方，図差による税糧徴収上の弊害を改めるための改革案を提出している。













都と大字都各２図の計４図4 0戸をすべて合わせても3 0 0余頃にしかならなかったのである。林
謙自身，丁口数1 0 0 0人，挙人は明清を通じて林謙ただ一人という，いわば平凡な中小宗族の一













































を担ったのが，義門鄭氏濠頭房の鄭藻如（咸豊元年・1 8 5 1挙人）であった。彼は退官後，郷里
濠頭村で実業振興を試みており（本稿（上）参照），この点で林謙と同じく郷里に根をおろし
た経世派郷紳であり，その意味で真の洋務派郷紳であった，といえよう。
清代，香山県出身で最も高位に上った官僚は， 浙総督何 （道光二十七年・1 8 4 7進士）と





























































（66） 容●については，百瀬弘訳注・坂野正高解説『西学東漸記』平凡社（東洋文庫1 3 6），及び鄭道実
「中山県人物志初稿」『中山文献』（八），学生書局，1 9 8 6，所収，姜鐸「論容●」『姜鐸文存』吉林
人民出版社，等参照。なお，上記『西学東漸記』の百瀬氏による注（7 2頁）に，容●と徐潤，鄭観
応，唐景星ら上海在住の香山県出身の買弁たちとの関係が記されている。
（67） 徐潤については『徐愚斎自叙年譜』参照。
（68）「僉助」の項には，梁姓６名，趙姓1 2名など個人の他，梁九衆戸・趙廷芳戸など，戸（同族組織）
が寄付単位として多く挙がっている。
（69）『小鰲渓林氏族譜』によると，大車林氏は，小鰲渓（得能都）林氏の⑫翠巒が大車で「成家立室」
したのが始まりである。
（70） 崇義祠，印金局については，民国『続志』巻四，建置　壇廟・学校，道光『県志』付録「邑城仁良
隆谷恭得四大八都及黄梁都三竈大小黄圃海洲古鎭曹歩黄角捐建崇義祠姓名」，光緒『県志』巻十五，
列伝，唐士鯤の条，及び拙稿「清代珠江下流域の沙田について」『東洋學報』第6 3巻第１・２号，
参照。
（71） 孫甄陶『清代広東詞林紀要』台湾商務印書館，1970。
（72） 怡和洋行の買弁を経て輪船招商局・開平鉱務局の経営に手腕を振るった唐廷枢（号景星）は，この
一族ではないかと推測される。
（73） 本稿（上）註①に挙げた片山論文による。
（74） 黄彦輯「林謙文選」『近代史資料』1981年第１期（総第44号）。
（75） 呉景濂については，道光『県志』の「南門外勧僉値事」に「廩生呉景濂」の名があるから，県城に
在住していたようである。
（76） 光緒『県志』巻十五，列伝，曽望顔・林謙の条，及び同巻二十二，紀事，道光二十三年十二月のの
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〈訂正〉 誤―→正
（上）12頁　表５　各都への時代別移住宗族数
（上）13頁　表６　科挙合格者数分布
（上）３頁12行目　　　　各都に一人　→　各図に一人
５頁９・10行目　　前山塞　→　前山寨
11頁14行目　　　　珠江三角州　→　珠江三角洲
〃 30行目　　　　計450余の宗族　→　計471の宗族
〃 35行目　　　　大欖都の宗族数181 →　大欖都の宗族数195
〃 〃　　　　　県城（仁厚坊）の23 →　県城（仁厚坊）の24
14頁４行目　　　　大欖都が３名多い　→　大欖都が２名多い
（中）２頁５行目　　　　南宋末に　→　南宋末以降に
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仁厚坊
隆都
大字都
恭常都
黄梁都
大欖都
黄旗都
武挙人
挙人
武挙人
挙人
挙人
武挙人
挙人
進士
武挙人
進士
挙人
武挙人
明
5→ 6
6→ 5
1→ 2
順治
～雍正
5→ 6
0→ 2
3→ 2
3→ 1
乾隆
～嘉慶
11→12
7→ 8
1→ 2
道光
～同治
7→ 6
7→ 8
53→52
光緒
5→ 6
25→24
21→22
計
46→47
36→37
20→19
8→ 9
47→48
4→ 6
21→22
4→ 5
21→20
12→10
坊都
仁厚坊
良字都
隆　都
恭常都
大欖都
総　計
宋元
３→４
42→43
明 清
前期
８→９
12→14
７→８
19→26
82→93
後期 初期
35→36
59→60
中期
51→55
91→95
後期
24→26
26→28
不明
７→６
１→２
６→５
１→０
41→39
合計
23→24
13→14
42→43
181→195
454→471
■ 戻る ■
